
（別紙３）

～ 令和7年5月12日

（対象者数） 11人 （回答者数）
11人

～ 令和7年5月16日

（対象者数） ６人 （回答者数）
６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用者がどの所属においても戸惑うことなく過ごすことがで

きるよう、関係機関との連携を密に取っていきたいと思いま

す。

2

各種マニュアルの保護者周知を徹底し、具体的な非常時の対

応等を伝え、利用者が安心かつ安全に過ごせる環境を提供し

ていきます。

3

事業所-家庭間の情報共有 利用児の登所時の様子や、ご家庭での様子について、それぞれ

に伝えることが難しいお子さんについては、連絡帳を使い、連

絡をしあっています。また、LINEを使った連絡手段を活用

し、気になることなどがすぐに伝え合える状況をつくることが

できていると思います。これらのことにより、密に連携が取れ

ると考えています。

自己選択、自己決定について 決まった活動のほか、自由な活動場面では、自分の意志が尊重

できるよう、複数の選択肢を設けることや、本人の意志を丁寧

に聞き取るようにしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

関係機関との連携について 必要に応じて関係する機関との連携を実施しています。しかし

ながらそれが十分できている状況とはまだ言えないため、より

いっそう関係機関との密な連携を実施していく必要があると思

います。

非常時の対応等 非常時に備えた対応策はあるものの、保護者への周知が十分で

きていないことが課題です。

令和7年5月12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年5月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Rint

○保護者評価実施期間
令和7年5月2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


